
固定チームナーシング研究会 
 

 
 
 
  

テーマ：多職種協働ができるリーダーシップ 

4 月からの診療・介護報酬の改定内容も明確になり、地域包括ケアシステムの充実を更に加速させていくために

専門性を活かした多職種間の連携、医療・介護の実績（ケア提供の結果＝質）が求められています。このことを踏

まえて今年度の関東地方会のテーマは、「多職種協働ができるリーダーシップ」とさせていただきました。 

それぞれの職種が専門性を活かすなかで看護・介護職に於いては固定チームナーシングを構成する 1 人ひとりが自

分の役割を理解して実践することが重要と考えます。リーダーシップは一部の人だけではなく対象者との 1 対 1 の

関係において皆に必要なスキルではないでしょうか。 

多職種協働をより進めていくなかで看護・介護職においては固定チームナーシングという共通ツールの活用を通し

てそれぞれの役割、環境下でのリーダーシップのあり方について参加された皆様と意見交換ができればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加申し込み方法】 

 （1）仮申込… 参加申込書を事務局まで FAX してください。 

下記のホームページの参加申込フォームからもお申込みいただけます。 

※仮申込の時点でキャンセルをされる場合はお手数ですがご連絡下さい。 

   IMS グループ本部 看護部 HP：http://ims-site.jp/ims-kango/ 

   横浜旭中央総合病院 HP：https://www.ims-yokohama-asahi.jp/  

（2）本申込…参加申込みは参加費の納入をもって正式受付とさせていただきます。 

       納入された参加費はお返しできませんのでご注意ください。 

    

         ☆申込締切：平成 30 年 7 月３１日（火） 

（3）参加費の納入を確認後、資料引換券を代表者宛てにお送りいたします。 

 

 ＜地方会参加・発表に関するお問い合わせ先（月～金 9：00～17：00 まで）＞ 

第１3 回関東地方会 運営委員会 

委員長：ＩＭＳ（イムス）グループ本部事務局 看護部 副総看護部長 長谷部 好信 

〒174-0051 東京都板橋区小豆沢３－３－2  TEL：03－３９６５－５９０９ 

 

1. 会 場： 東京ビッグサイト 会議棟 6F 

        りんかい線「国際展示場」駅から徒歩７分  

ゆりかもめ 「国際展示場正門」駅から徒歩３分 

２．日 時： 平成 30 年８月２6日（日）１０：００～１６：００（受付 ９：３０～） 

３．大会長 ： ＩＭＳ(イムス)グループ 横浜旭中央総合病院 看護部長  高橋 佐代子 

４．プログラム： ①実践報告交流会 

         ②シンポジウム   西元 勝子（固定チームナーシング研究所） 

                   杉野 元子（看護組織開発研究所） 

５．定 員： 600 名（定員になり次第締め切り） 

６．参加費： 6,000 円（資料代・昼食代含む） 

７．その他： 昼食はこちらで用意しております。 

 

６．参加費： 6，０００円（資料代・昼食代含む） 

７．その他： 昼食はこちらで用意しております。 

 

 

 

６．参加費： 6，０００円（資料代・昼食代含む） 

７．その他： 昼食はこちらで用意しております。 

 

横浜銀行 横浜若葉台支店 普通 6048494 髙橋 佐代子 

 

ご 案 内       

http://ims-site.jp/ims-kango/
https://www.ims-yokohama-asahi.jp/
https://www.ims-yokohama-asahi.jp/


 
 

1. 今年のテーマは「多職種協働ができるリーダーシップ」です。 

皆様の看護実践活動の報告を幅広く募集いたします。「このようなことで困っている」「他施設はどのようにしてい

るのか」など、堅苦しく考えるのではなく、自分たちの実践を基に多くの施設の方との交流の場として考えていた

だければと思います。 

また、先生方からのアドバイスを直接受けることができますので、積極的な参加を期待しています。 

入職１年目・２年目の素直な実践報告もお待ちしています。 

 

実践報告テーマ（例） 

(1) 多職種との協働した小集団活動、多職種間でのリーダーシップ 

(2) チームの年間目標、小集団活動 

(3) チームづくりとチーム会の運営 

(4) リーダー会の運営と協力体制づくり 

(5) 固定チームナーシングにおける新人教育、現任教育、チームの支援 

(6) 外来・手術室・救急救命・長期療養棟などにおける導入と実践 

(7) 固定チームナーシングを支える看護部の活動 

(8) 日々リーダーの役割と業務、応援機能とチームワークシート 

(9) チームで取り組む業務改善、リスクマネジメント 

(10) 固定チームナーシングの評価 

  など、上記以外でも実践報告を受け付けております。 

 

2. 発表を希望される方は、「実践報告交流会発表申込書」（同封別紙）を事務局宛てにＦＡＸいただくか、 

下記のホームページの参加申込フォームからお申込みください。 

  IMS グループ本部 看護部 HP：http://ims-site.jp/ims-kango/ 

 横浜旭中央総合病院 HP：https://www.ims-yokohama-asahi.jp/  

 

3. 発表申込みの締め切りは、平成 30 年５月３１日（木）です。 

 

4. お申込みいただいた方には、抄録・発表資料作成の手引きを送付いたします。 

 

5. 抄録原稿の締め切りは、平成 30 年６月３０日（土）必着です。 

原稿の送付について詳細は、後日お送りする抄録・発表資料作成の手引きをご確認ください。 

 

6. 発表希望が多数の場合は、事務局で選抜させていただきます。お知らせは郵送で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 第 13 回 関東地方会 運営委員会 】 
 

委員長：ＩＭＳ（イムス）グループ本部事務局 副総看護部長 長谷部 好信 
 

連絡先：〒１７４－００５１ 東京都板橋区小豆沢３－３－２ 

ＴＥＬ：０３－３９６５－５９０９ 

E-mail：kotechi-ｋ@ims.gr.jp 

ＦＡＸ：０３－３９６５－５９２６ 
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